
学校番号 T3005

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和2年度　工業科

観
点
の
趣
旨

・各種論理回路の原
理・特徴を理解し、
その取り扱いが正し
くできる。
・計測装置の利用技
術について、正しく
理解できる。

・ディジタルICの機
能を正確に理解し、
取り扱うことができ
る。
・測定データの処理
が正しくでき、結果を
表で的確に書き表す
ことができる。

情報の学習で習得し
た関連知識を生か
し、論理回路につい
て発展的に思考・考
察し、導き出した考
えを的確に表現する
ことができる。

ディジタルICについ
て、原理・動作など
に興味をもち、積極
的に学習に取り組む
態度を身につける。

評
価
方
法

・出席状況
・授業状況観察
・プリントやノート等
の記述
・レポート

・出席状況
・授業状況観察
・プリントやノート等
の記述
・レポート

・出席状況
・授業状況観察
・プリントやノート等
の記述
・レポート

・出席状況
・授業状況観察
・プリントやノート等
の記述
・レポート

・ディジタルICの取扱いを習得する
・論理回路の基本法則に関して理解を深める。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

電気実習（電子）

論理回路の法則をディジタルICの実習を通じて理解することで、ICT機器がなぜ、どのように動作す
るのかを考え、知識を深めましょう。
コンピュータによる電子計測やネットワーク化された電子計測システムなどを実際に活用する能力
をつけましょう

なし
自作プリント

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）



a b c d

・ＡＮＤ回路、ＯＲ回
路、ＮＯＴ回路につ
いて理解させる。
・真理値表の書き方
と意味を理解させ
る。

基
本
論
理
回
路

基
本
論
理
回
路
Ⅱ

・ＮＡＮＤ回路、ＮＯＲ
回路について理解さ
せる。
・組み合わせ回路に
ついて理解させる。

○

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

ａ：基本ゲート回路に関心をもち、
意欲的に学習に取り組んでいるか
ｂ：基本ゲート回路の構造を知る
ｃ：基本ゲート回路の実験方法、結
果の取り扱いについて身につける
ｄ：各ゲート回路の動作条件や接
続方法を理解する

○○○ ○

4

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

ａ：ブレッドボードの機能と役割
について考える
ｂ：ブレッドボードの構造を知る
ｃ：ICの実験方法を含め取り扱
いについて身につける
ｄ：ICの動作条件や接続方法を
理解する

○○○○
ブレッドボードとＩＣ
の取扱い方

I
C
の
使
用
法

10

9

7

6

5

評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

○ ○

○

ａ：発振回路の機能と役割につ
いて考える
ｂ：発振回路の原理を知る
ｃ：フィードバック回路図の書き
方を身につける
ｄ：発振回路の原理を理解し、
発振周波数についての知識を
身につけている。

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

○

ａ：加算器に関心をもち，それら
の機能を理解しようとする。
ｂ：排他的論理和の回路を基本
ゲート回路から考察できる。
ｃ：半加算器・全加算器回路の
作成を身につける
ｄ：加算器の動作条件や接続
方法を理解する

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

○

ａ：NAND回路・NOR回路に関心を
もち，それらの機能を理解しようと
する。
ｂ：NAND回路・NOR回路の真理値
表を基本論理回路の働きから考
察できる。
ｃ：NAND回路・NOR回路から基本
論理回路の作成を身につける
ｄ：NAND回路・NOR回路の動作条
件や接続方法を理解する

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

・フィードバックにつ
いて学習させる。
・リングオシレータに
ついて理解させる。

○ ○ ○

基
本
論
理
回
路
Ⅲ

・排他的論理和につ
いて理解させる。
・半加算機について
理解させる。
・全加算機について
理解させる。

○ ○ ○

12

11

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　 d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の各
項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

電
子
計
測
機
器

・オシロスコープ等
を用いて、電圧・電
流・抵抗・周波数な
ど、代表的な物理量
を電子計測する。
・測定原理や基本的
な動作の仕組みを
理解させる。

○ ○ ○ ○

ａ：電子計測機の原理・始動法
について理解する
ｂ：電子計測制御にコンピュー
タがどのように使用されている
のかを知る
ｃ：A-D、D-A変換方式につい
ての技術を身につける
ｄ：電子計測制御にコンピュー
タがどのように使用されている
のか、その概念と構成、特徴に
ついて理解している。

・授業観察
・プリント
・発表
・レポート

3

2

1

パ
ル
ス
発
振
回
路


